



































































































































教科書の難易度の影響を分析するにあたり、被験者を TOEIC 450-550 点の
グループ（以下、450 点グループ）と 350-450 点未満のグループ（以下、350 点
グループ）の 2グループに分け、それぞれランダムに 55名を選出した。日本人














450 点グループ 33 22














































































































350 点グループ 48 7
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